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はじめに 
 

 令和 6年度の総務厚生学教委員会は、7月 24 日に奈良県大和郡山市で、「大和

郡山市立郡山北小中学校分教室 不登校生徒の学習の場『ASU』」を視察。7月 25

日に大阪府大東市で、「介護予防教室『大東元気でまっせ体操』」を視察した。大

和郡山市・大東市 共に心温まる歓迎を頂きました。 

 

大和郡山市では、無線の卓上マイクを用意していただき、説明者の声が聞き取

りやすい工夫をしていただいた。また、西村千鶴子副議長

より、瑞浪市と同じ市政 70 周年記念の活動、まちのシン

ボルである郡山城の説明、地場産業の金魚が 300 周年であ

ること、リニア奈良県駅の誘致活動などの丁寧なまちの説

明を受けました。庁舎は新しく、待合室に地場産業の金魚

が楽しめる水槽、金魚をモチーフにした Tシャツ、ハンカ

チなどの商品が買えるスペース、小規模な図書館などもあ

りました。その他にも、市民課の前には、こどもが遊ぶス

ペースを設け、順番待ちのストレスを和らげる工夫がされ

ていた。 

 

大東市では、3人の女性職員が大東市の法被を着用し、

玄関先まで送り迎えしていただいた。また、会議室には、「瑞浪市議会の皆様 大

東市へようこそ 熱列 歓迎いたします」の看板まで用意していただき、素敵な

おもてなしを受けました。本市もこの様なおも

てなしを見本にするべきである。また、議場ま

での廊下に、議長と副議長の顔写真がある「大

東市の未来を語ろうじゃないか。」のスローガ

ンの様なポスターがありました。議員の意気込

み、熱意を感じる議会でした。そして、傍聴席

には難聴な方にも理解できるように「文字起こ

しモニター」が設置されていた。 

 

両市には、大変忙しい中、瑞浪市議会総務厚

生学教委員会の視察のために、素敵なおもてな

しをご用意していただきましたことに感謝い

たします。 
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Ⅰ.視察概要 

 

視察日 令和 6年 7月 24 日(水)～7 月 25 日(木) 

人数 9 名 (総務厚生学教委員 8名、議会事務局長 1名) 

主な 

スケジュール 

と内容 

 7/24 

14：30～ 

16：30 

【奈良県大和郡山市】 

 学校教育課 

 大和郡山市立郡山北小中学校分教室 

 不登校生徒の学習の場「ASU」 

 

 7/25 

10：00～ 

12：00 

【大阪府大東市】 

 高齢介護室 

介護予防教室「大東元気でまっせ体操」 

 

その他 
 視察中に突然の雷雨がありましたが、大きな問題も無く視察が行わ

れました。 
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Ⅱ. 不登校生徒の学習の場「ASU」 

 

2-1 本市の現状 

 第 2 期瑞浪市教育振興基本計画(令和 6年 3月)より、「第 2章 瑞浪市の教育

における現状と課題」(P6)で、生徒は減少しているのに、不登校生徒は増加傾向

である(表 1不登校児童生徒の推移 参照)。また、市民アンケートにおいても、

「子どもたちへの教育においての課題」(P36)で、「いじめ・不登校等の未然防止

と早期対応」が 47.4%と最も高い。 

 総務厚生学教委員会は、本年度のテーマを「不登校生徒の社会的自立の取組に

向けた調査・研究」とした。 

 

表 1 不登校児童生徒の推移 

年度 R1 R2 R3 R4 

出現率 4.3% 4.3% 5.4% 6.1% 

 

 これを受けて、本市の現状を把握するために令和 6 年 6 月 5 日 瑞浪中学校

で校内・校外教育支援センターの視察を行った。 

 瑞浪中学校では「居場所づくり、絆づくり」(安心してコミュニケーションが

取れるところ)を目標としている。校内教育支援センター員(ベテランの古田教

諭)が生徒の相談や悩みを聞き、アドバイスを行うなどのきめ細かい対応をして

いる。多い時には 1日当たり 12 名の生徒が利用し、一人のセンター員では対応

が困難である。 

 校外教育支援センター員(ベテラン

の清水教諭)は、こぶし教室の生徒 

17 名を担当。相談者数は保護者を含

めて年間 900 名と非常に多い。ま

た、こぶし教室の卒業生には、自主

学習だけで期末テストの国語が 97 点 

学年一位の生徒、スケジュールが細

かくキチンとした生徒など素晴らし

い能力を持った生徒が多数在籍して

いた。 

 

 

 瑞浪中学校視察後、6月 25 日に議員間討議を行った。主な意見として、 

① 教諭は生徒たちに寄り添って、素晴らしい関係性を保ち、相談や指導

をしている。 
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② 相談件数が多く教諭が不足している。 

③ 不登校生徒の個性を認めてあげることが大切である。 

④ 人によって、立ち止まる時間がある。その子にとっては小中学校であ

った。親が焦ったりすることは逆効果である。 

の意見があった。 

 

これらの意見から、先進事例である奈良県大和郡山市の郡山北小中学校分教

室を視察した。郡山北小中学校分教室は、不登校児童生徒の特例校で、特別な教

育方針や保護者対応などがある。不登校生徒の社会的自立について、ハード面・

ソフト面を目的に視察する。 
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2-2 不登校対策総合プログラム 学科指導教室 ASU 

 

 大和郡山市立郡山北小中学校分教室は、令和 5年 4月に開校された、不登校

生徒のための教室である。（平成 16 年に学科指導教室「ASU」として開設）現

在の児童・生徒数は、8名(中学 2年生 1名 中学 3年生 7名)。教員数は 19 名

である。その内訳を「表 2 教職員配置状況」に示す。 

 

表 2 教職員配置状況 

 職名  職名 

1 郡山小学校 校長 11 市費非常勤講師 

2 郡山中学校 校長 12 〃 

3 郡山小学校 教頭 13 〃 

4 郡山中学校 教頭 14 〃 

5 県費主任教諭 15 〃 

6 県費教諭 16 〃 

7 県費常勤講師 17 市費主任スクールカウンセラー 

8 〃 18 市費スクールカウンセラー 

9 市費常勤講師 19 〃 

10 市費非常勤講師   

 

 表 2 に示す通り、県費による教諭が 4名在籍している。教育部の渋谷次長

は、教諭 1人に対し不登校生徒 6～7名が良いとの考えであった。 

 

 郡山北小中学校は、高校から学校復帰できる

ことが目標である。市長が認めた分教室なの

で、不登校生徒が途中で一般の小中学校に転校

しない。成績表・文化祭・卒業式など多数の学

校イベントが分教室で実施されている。 

郡山北小中学校では、①学習 ②体験活動 

③居場所づくりが基本方針となっている。①学

習をでは、1.2 時間目は英語・数学などの 5教

科、3.4.5 時間目はチャレンジタイム・いきいきタイム・スポーツタイムなど

の特別教育課程を行っている。下記に特別教育課程を説明する。 

・スポーツタイム：身体運動によるストレス解消、集団活動を通して社会性を

身につける。 

・わくわくタイム：経験的な活動や、実技科目の学習内容を中心に行い、生活

の基礎となる力を育成する。 

図 1 教育基本方針 
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・いきいきタイム：音楽や美術など

の創作活動や表現活動を行い、豊か

な感性を育成する。 

・チャレンジタイム：計算問題や漢

字等の基礎的な学習に取り組みなが

ら、児童生徒の自らが計画を立てる

ことで意欲的な学習をする。 

・あゆみタイム：自己を見つめる時

間として児童生徒が自由に語り合う

ことを通して、自己他者の理解を深

める。 

 5 教科の授業時間が標準授業より約 3割少なく、音楽・図工・家庭科などの

授業を削除し特別教育課程を行っている。社会性や相互の人間関係を築いてい

く力、社会的自立を促す力は、この授業で培われていると考えられる。 

 

 基本方針の「居場所づくり」では、

「THE 学校」というイメージを払しょく

している。分教室の建屋が民家のよう

で、玄関がおしゃれである。室内は、自

由な空間、おしゃれな机とイス、移動式

のホワイトボードで、集会場の様に感じ

た。 

 これは、不登校生徒の中には、校舎・

教室を拒絶してしまう生徒がいる。少しでも和ら 

げるために、学校らしくない校舎と教室としている。 

 

 不登校生徒の保護者は大きな不安と

挫折感を持っている人がいる。郡山北

小中学校の保護者会及び OB 保護者会が

中心となって活動している「親の会マ

ザーリーフ」がある。この会は、おし

ゃべり会、相談会など不安な保護者に

寄り添う活動をしている。 

 

  

図 2 時間割 

図 3 ASU 校舎 

図 4 親の会マザーリーフ 
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以下は、頂いた資料の抜粋である。 

 

＜対象児童生徒＞ 

・大和郡山市在住の小学校第 1学年から中学校第 3学年までの児童生徒 

・病気や経済的な理由を除く年間 30 日以上の欠席が続いている者 

・本人に登校意欲があり、保護者の理解がある者 

 

 

＜不登校児童生徒等の実態に配慮した工夫＞ 

・通いやすい登下校時刻を設定している。 

・一人一台端末の AI ドリル等を活用した学習機会の保障 

・小学校、中学校の垣根を越えて、協力して取り組む課題を設定 

・国語、数学については習熟度別のクラス編成を行う。 

・投稿できない児童生徒への支援として、ICT の活用や心理学専攻の大学院生

等の家庭訪問等を行う。 

・市内の保護者等を交えた、「不登校を語るフォーラム」を開催する。 

 

 

＜ASU での生活 Q&A＞ 

Q：学籍はどうなりますか？ 

A:令和 5年度より分教室になったことで、学籍が郡山中学校・郡山北小学校に

移ります。※学籍は移りますが、本人の希望する場合は前籍校との関係を保ち

ながら通室できます。 

Q:通学方法は？ 

A:中学校は、市内のいろいろなところから通っているので、電車やバスなど

様々な交通手段で通学しています。また、自転車通学も認めています。小学生

は、必ず保護者か身内の方の送迎をお願いします。 

Q:制服はありますか？ 

A:ASU の制服はありませんので、前籍の小中学校の制服を着用してもいいです

し、小中学生らしい服装であれば私服でも構いません。 

Q:教科書や副読本は？ 

A:大和郡山市立の小中学校と同じ教科書を使っています。副読本に関しては、

持っている物を学習に役立ててください。 

Q:給食はありますか？ 

A:ASU は給食がありませんので、お弁当と水筒を持参ください。お弁当が作れ

なかった時は、ASU に来るまでに買ってきてください。 

Q:学校を休んでいた間の学習が遅れていて心配です。 

A:授業を担当している教諭以外にもスタッフが個人的に教えてくれますし、家

でできるプリントもありますので、心配なことは遠慮せずに気軽に相談してく

ださい。 
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Ⅲ 介護予防教室「大東元気でまっせ体操」 

 

3-1 本市の現状 

 

  瑞浪市の高齢者人口は減少傾向である。しかし、介護認定者数は増加傾向

である。これは、要介護認定者が若年化していることを示す。いつまでも住み

慣れた地域で生活を続けられるよう、健康寿命の延伸と生活の質の向上ができ

る有効的な方法が「介護予防教室」である。 

 瑞浪市では、介護予防教室が年 100 回開催されているが、参加者問題、交通

問題などがある。 

 令和 6年度の総務厚生学教委員会では、本年度のテーマを「高齢者の生きが

いづくりと社会参加の増加の取組に向けた調査・研究」としている。 

 

 これを受けて、本市の現状を把握するために、5月 30 日 第一委員会室で 

高齢福祉課より「高齢者の現状と課題を踏まえた介護予防の取り組みについ

て」をテーマに勉強会を行った。 

 本市は、東濃五市で要介護認定率が低い。(表 3 要介護(要支援)認定率の比

較 参照) 

 

表 3 要介護（要支援）認定率の比較 

 瑞浪市 多治見市 中津川市 恵那市 土岐市 

要介護（要支援）認定率％ 15.5 15.2 17.4 17.0 16.5 

 

要介護認定率が低い理由は、介護予防教室・出前講座・自主グループと、ボ

ランティアの通いの場の充実があげられ

る。介護予防教室では、「体つくり体操」

を行っている。その他にも、スナッグゴ

ルフ・陶芸などニーズに合った教室も行

っている。介護予防教室は、広報みずな

み・ホームページ・ポスターなどで広く

周知する方法と、60 歳.65 歳.70 歳など

節目の年に案内を配布する 個人に周知

する方法を行っている。しかし、新規者

が少なく、リピーターが多い。男性参加

者が少なく、免許返納者・後期高齢者な

どの交通問題などが課題である。 

 勉強会後、6月 25 日に議員間討議を行った。そこでの主な意見として、 
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 ① 今の 60 歳は若い。介護予防教室の勧誘を引き上げる必要がある。ま

た、楽しくできる方法が必要である。 

 ② (①意見と反対に)40 代でも軽い運動が必要である。地域と一緒にで

きる運動のクセを付ける必要がある。 

 ③ ささエールポイントは、使い勝手が悪い。 

 ④ 要介護者を地域でどのように支え合うのか、どの様に行えば良いの

か。組・区の近所との付き合い方が大切である。 

 ⑤ 高齢・介護の問題は、多数の課に関係している。 

 ⑥ 地域によって介護予防の考え方・課題点も違う。介護予防教室までの

交通手段がない地域がある。 

 以上の意見があった。 

 

 

これらの意見から、大阪府大東市の「大東元気でまっせ体操」を視察する。

大東元気でまっせ体操は、100 カ所以上 週 1回～2回開催されていて、参加

者が大変に多い。その他にも、高齢福祉関連の移動問題・ボランティアポイン

ト問題などにも積極的に取り組んでいる。 
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3-2 大東元気でまっせ体操 

 

 大東市の 2020 年の人口は、119,367 人で、高齢者の割合が 27.4%であった。

2045 年には、人口が 93,155 人で、高齢者の割合が 38.0%になると予測されて

いる。このことから、大東市で起こる問題として、 

①減り続ける財源と担い手。 

②医療介護に携わる専門職の不足。 

③地域の担い手の高齢化。 

④地域ネットワークの弱体化。 

⑤見守りを必要とする世帯の増加。 

⑥認知症高齢者の増加。などである。 

 これらの問題に対し、実状に合った地域包括ケアシステムの推進が行われ

た。その内容を下記に示す。 

①支えを必要とする高齢者の増加を食い止める介護予防の促進。 

②要支援状態からの自立を目指す自立支援を促進。 

③効率的で効果的な働き方を推進。 

④貴重な専門職は、より専門性の高いことに集中し、それ以外のことは専

門職以外が担う環境整備の推進。 

⑤新たな担い手を確保。 

⑥高齢者が活躍できる場の情報発信及びコーディネート。 

⑦ICT IOT 技術を導入し、見守りを充実 である。 

 この 7つの方針を司っているのが「介護予防・日常生活支援総合事業」であ

る。この総合事業は、「介護予防・生活支援サービス事業」と「一般介護予防

事業」の 2つに分類される。 

  

 一般介護予防事業の中に「大東元気で

まっせ体操」がある。この大東元気でま

っせ体操は、座って・立って・寝てでき

る体操で、参加者の体調に合わせてあ

る。自治会・銀行・病院・企業など、住

民主体で実施され、元気な高齢者から要

介護の方まで広く参加できる。現在では

149 グループが週 1～2回開催されてい

る。 

 大東元気でまっせ体操を行うことによ

って、明確な数値はないが、要介護者が減少し、元気な高齢者が増加した。ま

た、独居の方のコミュニケーションとなり、心のケアと見守りになる。149 の

自主グループができたのは、地道な周知であって、特別に何か行って広まった
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わけではない。参加者は、2,300 人位で、80 代が 5割と中心的である。男女比

は 2：8で女性が多い。男性の参加者増加は全国共通の問題である。 

 自主グループを維持するにはリーダーが要である。そのリーダーを育成する

支援講座・勤続表彰・意見交換会などのモチベーションアップ対策がなされて

いる。 

 大東元気でまっせ体操には、移送ボランティア

がある。体操の参加者限定であるが、自家用車

を利用して、運転免許返納者を迎える事業

がある。(損保ジャパンに加入) NPO 活動

では、「おふろで元気事業」がある。自

宅⇒大東元気でまっせ体操⇒風呂⇒スー

パーマーケット⇒自宅がルートである。

移動問題についても優れた対策がなされ

ている。介護施設の風呂には、バリアフ

リー化されていることから、後期高齢者

が安心して入浴することができる。また、

免許返納者の中には、買い物難民がいる。

この様な活動は、瑞浪市も参考すべきであると

の意見があった。 

 

介護予防・生活支援サービス事業の中には、「生活サポート事業」があった。

この事業は、瑞浪市のささエールポイントと同様な事業であった。例えば、大

型ごみ出し・窓ふき・庭の手入れなど生活のチョットした手伝いをし、30 分以

内で 250 円の謝礼金を頂くものである。瑞浪市と大きく異なっているのが、

『時間貯金』である。若い時に生活サポート事業のポイントを謝礼金に変換せ

ずに、時間を貯金して、10 年後に貯めた時間を将来の自分のために利用するシ

ステムである。優先的に生活サポートを受けることができるので安心な老後で

あると考えられる。 

 もう一つが、「7つのあんしん・見守りサービス」である。遠くに住む子供た

ちが、独居の親または、父母のみ世帯の見守り事業である。簡単に 7つを紹介

する。 

①ハローライト事業：自動で見守る LED 電球 

②スマートタグ購入費助成：GPS とスマホで認知症迷い人対策 

③地域 SOS カード：緊急時に役立つ冷蔵庫に保管する情報カード 

④あんしん・通報システム：緊急通報や日頃の相談ができるシステム 

⑤地域の安心見守り活動：地域の事業者の方々の力を借りた見守り活動協

力事業者募集中 

⑥在宅給食サービス：昼食のお届け時に安否確認 

⑦電磁調理器購入の助成：電磁調理器で出火を防止 以上 
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 ここでは、①ハローライト事業を代表で詳細に説明する。自宅の LED 電球に

見守り機能を持たせたシステムである。夜間の電気を長時間点灯し続けた場

合、異常と感知して家族等にメールする。すぐに駆け付けることができない場

合は、ヤマト宅急便が代わりに様子を伺う事業である。月額 1078 円を自己負

担ないしで利用可能。 
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Ⅳ 議員間討論(視察の所感) 

 

 大和郡山市・大東市視察後、8月 6日 10：00～11：30 第一委員会室で議

員間討論を行った。 

 議員間討論では、事前にレポートを提出し、一人ひとりのレポートの内容を

発表した。その後、自由討議を行った。自由討議では、高齢福祉・学校教育の

枠を超えた意見もあった。例えば、「瑞浪市の交通問題を経済部が管轄してい

るが、バスの利用者のほとんどが高齢者である。ならば、高齢福祉課が中心と

なって交通問題を対処したほうが良い。」「不登校の原因は不明であるが、地域

イベントの参加、地域の友達・大人のつながり等が大きく影響しているのでは

ないか。」などである。 

 

4-1 不登校対策総合プログラム 学科指導教室 ASU 

 不登校対策総合プログラム 学科指導教室 ASU の主な意見は、 

①教諭の取り組み 

瑞浪市の校内外教育支援員の取り組みも、ASU 教諭の取り組みも同様であっ

た。居場所づくり、生徒に寄り添った学習指導などは同等であった。しかし、

ASU では、県費・市費で多くの教諭がいる。ASU では、教諭 1人に対して不登

校生徒 6～7人。瑞浪中学校は、校内支援員は教諭一人で 8人・校外教育支援

員は 17 人と教諭が不足している。 

 関連意見として、不登校生徒は増加する傾向であるため、東濃 5市で不登校

特例校ができると良い。 

  

②特別教育課程 

 3.4.5 時間目はチャレンジタイム・いきいきタイム・スポーツタイムなどを

行っている。コミュニケーションがうまく取れない子どもたちが、この授業を

通して仲間意識や助け合いなどを学ぶ。しかし、この授業は、特別でなく、日

常的な教育と変わらない。日常的な教育とは、友達との付き合い方、近所の人

との付き合い方、子ども同士のあそび、近所の人とあそびなどの地域を含めた

全ての教育を言う。ある委員は、夏休みの寺子屋では、ボードゲーム・トラン

プ等のゲームで、子ども同士・ボランティアと子どものコミュニケーションが

良くなった。との意見があった。これも日常的な教育方法であると考える。 

 

③不登校の要因 

「ゆとりある不登校ではないか。」「無理に行かなくても良い。という家庭環境

ではないか。」の意見もあれば、「何かの機会で不登校になってしまった。その

前兆を教諭や親が見極める必要がある。」との意見もあった。 
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 不登校生徒になる理由は不明であり、複雑である。しかし、小中学校では不

登校生徒であっても、高校からは普通に行けるのは、不登校の教諭の指導が優

れているからと考える。 

 

④保護者会 

 不登校生徒の保護者は不安が多い。その不安を瑞浪市では校外教育支援セン

ターに相談している。しかし、相談件数が年間 900 名と非常に多い。 

 ASU では、保護者・OB 保護者からなる「親の会 マザーリーフの会」があ

る。この会では、おしゃべり会・相談会などを開催し、OB 保護者等からのアド

バイスなどを行っている。瑞浪市にも必要と考える。 
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4-2 大東元気でまっせ体操 

 

 大東元気でまっせ体操の主な意見は、 

①総合事業 

 総合事業は、高齢福祉に関する課題を、生活支援・地域コミュニティー・ボ

ランティアなど様々な活動を組み合わせて事業化している。大東元気でまっせ

体操が、149 グループと大きくなったのは、総合事業によって、各課の連携が

強化されたからと考える。 

 

②移送サービス 

 瑞浪市の介護予防教室の課題として交通問題がある。大東市は、自家用車の

ボランティアドライバー・NPO 法人のバスによって、移送サービスを充実して

いる。また、体操終了後にスーパーマーケットに立ち寄るサービスを評価して

いる。しかし、大東市は瑞浪市より面積は 1/10、人口は 3倍 大きな山や川が

無いなどの地理的要因から、同様なボランティアドライバーができるか検討す

る必要がある。 

 

③生活サポート事業の時間貯金 

 瑞浪市のささエールポイントは、換金制度の変更を行っているが、使い勝手

が悪い。大東市では、生活サポート事業を謝礼金に変換することもできるが、

その時間を 10 年後の自分のために貯金する「時間貯金」がある。これを瑞浪

市でも活用できるかどうか検討する必要がある。 

 

④７つの見守り事業 

 ICT・IOT を活用した素晴らしい見守り事業である。「瑞浪市の場合、長寿会

に 20 万円の見守り事業を行っているが、全地区に長寿会はない。歯抜けの状

態である。また、高齢者が高齢者を見守ることにも不安がある。」との意見も

ありました。ヤマト宅急便などの企業と一緒になった見守り事業は瑞浪市にも

できることを願う。 
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